
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】４ 

１：周波数が高いほど雨による減衰は増えます。２：周波数が高いほど利得は大きくなります。３：空電雑音や

人工雑音の影響は小さくなります。５：マイクロ波は電離層で反射しません。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】３ 

電波の往復時間は約 0.25秒です。他の選択肢の記述も併せて覚えておきましょう。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】４ 

25Ωの両端に 80Vの電圧が掛かるとき、オームの法則より流れる電流は 80÷25＝3.2[A]です。R2と R3の並列

に流れる電流は、抵抗の逆数の比なので 1：3です。したがって、3.2÷（1＋3）×3＝2.4[A]と求まります。 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】２ 

RLC 直列の合成インピーダンスは、抵抗の 2 乗と（コイル－コンデンサ）の 2 乗を足して√します。したがっ

て、√162 + (36 − 24)2 = √162 + 122＝２０[Ω]となり、120Vを 20Ωで割って 6Aが答えとなります。 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】２ 

矢印が内側を向いているものは N チャネルを示します。また、MOS 形 FET は、エンハンスメント形（ゲート

電圧がゼロのときドレイン電流もゼロとなる特性）が作れるという特徴があります。接合形 FET の場合は、デ

プレッション形（ゲート電圧がゼロでもドレイン電流が流れる）しか作れません。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】５ 

電力比 3dBが 2倍で 10dBが 10倍ということをまず念頭に置きます。もし増幅器の電力利得が 20dBだとすれ

ば、増幅度は 100倍ですから、出力電力 1.6Wのときの入力電力は 16mWです。もし増幅器の電力利得が 17dB

だとすれば入力電力は 32mW 必要なはずです。したがって電力利得 18dB のときの入力電力は 16ｍW 以上

32mW未満のはずですから、これに当てはまる選択肢は５番となります。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】１ 

暗記問題です。log10の後の式が D/dとなることを覚えておきましょう。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】３ 

１：2相 PSKの位相差はπです。２：４相 PSKは 4個の信号点を取ります。４：原点を通らないため包絡線の

変動が緩やかになります。５：21＝2つまり１回の変調で１ビットを送れる 2相 PSKに対して、23＝8つまり 1

回の変調で 3ビットを送れる 8相 PSKは、3倍の情報量となります。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】１ 

２：拡散後の周波数帯域幅は、はるかに広く拡散されます。３：複数の符号で符号化することにより、同一周波

数帯域幅内で複数の信号が混在できます。４：拡散符号が分からなければ復調できないため、傍受されにくく秘

話性が高くなります。 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】４ 

遅延検波は、信号波と１ビット遅延波を乗算した後 LPFを通して識別器に入力します。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】５ 

伝送特性が劣化すると、ビット誤り率は大きくなります。これを補償する回路は、劣化した受信信号を送信信号

と等しい信号に戻すことから等化器と呼びます。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】２ 

位相比較器は、２つの入力の位相を比べてその差を出力する回路ですから、これが Aだと分かります。位相比較

器の出力は LPFに通して余計な信号を除去した後、VCOに入力します。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】３ 

１：TDMAに設けるのはガードタイムです。２：これは再生中継方式の説明です。４：デマンドアサインメント

方式の説明です。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】５ 

受信信号からビット信号を取り出すのは復調操作ですから、Aは復調です。アンテナ同士のフロントバックやフ

ロントサイド結合は、アンテナからの不要方向の輻射に起因しますが、これらをサイドローブと呼んでいます。

ラジオダクトの発生で電波が飛びすぎ、これによって干渉を引き起こすことをオーバーリーチと呼びます。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】２ 

画面上での物標表示は、ほぼ物標角にアンテナのビーム幅の半分ずつを足した値、つまりθ1＋θ2 となります。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】３ 

最小探知距離が 120mということは、電波が物標までの往復距離 240mを伝搬するのに掛かる時間を求めれば良

いわけです。したがって 3×108×ｔ＝240 を計算すれば良いので、ｔ＝240÷（3×108）＝0.8[μs]と求まりま

す。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】１ 

パラボラアンテナの一方式としてカセグレンアンテナがあります。パラボラアンテナの特徴として、高利得のペ

ンシルビームであり、開口面積が大きいほど（≒アンテナの物理的形状が大きければ大きいほど）高利得となり

尖鋭な指向性を得られます。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】３ 

整合しているときの電圧反射係数は０です。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】１ 

コリニアアレーアンテナの水平面内指向性は無指向性です。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】２ 

まず利得・損失を計算します。送信側の帯域フィルタで－1dB、送信給電線で－4dB、送信アンテナで＋39dB、

伝送損失で－132dB、受信アンテナで＋39dB、受信給電線で－4dB、受信側の帯域フィルタで－1dB。これらを

足すと合計で－64dB です。0.5W の電力は＋27dBm ですから、差し引きすると受信機入力は－37dBm と求ま

ります。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】４ 

大気層の揺らぎによるフェージングはシンチレーションフェージングといいます。また、等価半径係数の変動に

よるものを K形フェージングと呼んでいます。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】５ 

充電して再利用な電池のことを二次電池と呼びます。電池の容量は、放電電流×放電時間で表しますが、放電

電流が大きいほど容量は小さくなることが知られています。したがって、10時間×3Aの容量の電池を 30Aで

使用した場合、1時間よりも短い時間で寿命となります。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】１ 

公式を知らなくてもオームの法則から計算できます。仮に１Vの電圧計でｒ＝１Ωだとすると、これと６ｒ＝６

Ωの抵抗を直列に接続した場合、全体の電圧は７Vとなります。したがって、測定範囲は７倍に拡大されたこと

になります。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】４ 

伝送系のひずみや雑音が小さいほどアイの開きは大きくなります。 

 


